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ま
ち
づ
く
り
と
遺
産

改
修
で
復
活
、
行
事
に
活
用

半
世
紀
を
経
て
老
朽
化
し
た
ド
ー
ム
は
古
い
設
計
図

を
も
と
に
78
年
か
ら
３
年
か
け
て
大
改
修
が
行
わ
れ
、

よ
み
が
え
っ
た
。
マ
リ
ン
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
の
周
辺
整
備
も
進
み
、
99
年
か
ら
は
耐
震
補
強
工
事

も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ド
ー
ム
は
単
に
過
去
の
遺
物
で

は
な
い
。
新
し
い
命
が
吹
き
込
ま
れ
た
の
だ
。
防
波
堤

と
し
て
の
使
命
は
も
ち
ろ
ん
、
改
修
後
は
全
天
候
型
ド

ー
ム
と
し
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

今
年
も
７
月
27
日
か
ら
８
月
16
日
ま
で
第
12
回
「
い

ー
べ
や
わ
っ
か
な
い
」
物
産
ま
つ
り
（
協
水
青
年
部
主

催
）
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
観
光
客
や
市
民
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。

国
立
公
園
利
尻
礼
文
両
島
と
稚
内
を
結
ぶ
フ
ェ
リ
ー

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
そ
の
一
角
を
占
め
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
役
割
も
。
さ
ら
に
99
年
か
ら
稚
内
・
コ
ル
サ
コ
フ
定

期
航
路
が
54
年
ぶ
り
に
再
開
。便
数
も
年
ご
と
に
増
え
、

今
年
は
５
月
か
ら
10
月
ま
で
に
50
往
復
の
予
定
だ
。
こ

の
「
稚
泊
航
路
」
の
復
活
こ
そ
、
先
人
が
北
防
波
堤
ド

ー
ム
に
込
め
た
「
遺
産
」
そ
の
も
の
だ
っ
た
。

日
本
最
北
の
港
湾
都
市
・
稚
内
の
港
の
シ
ン
ボ

ル
、
北
防
波
堤
ド
ー
ム
。
古
代
ロ
ー
マ
建
築
に
も

似
た
70
本
の
太
い
支
柱
の
上
に
半
円
形
の
ア
ー
チ

を
描
く
壮
大
な
建
造
物
は
、
高
さ
が
13
・
２
メ
ー

ト
ル
、
支
柱
の
内
側
か
ら
奥
の
壁
ま
で
が
８
メ
ー

ト
ル
、
総
延
長
４
２
７
メ
ー
ト
ル
。

こ
の
ド
ー
ム
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
70
年
建
立
の

「
稚
泊
（
ち
は
く
）
航
路
記
念
碑
」
が
あ
り
、
碑

文
に
は
「
稚
内
と
樺
太
（
現
サ
ハ
リ
ン
）
大
泊

（
現
コ
ル
サ
コ
フ
）
港
と
の
間
に
国
鉄
稚
泊
航
路

が
開
設
さ
れ
た
の
は
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
」
と
あ
る
。

開
設
当
初
、
旅
客
は
は
し
け
で
沖
に
停
泊
す
る
連
絡
船
と

の
間
を
行
き
来
し
て
い
た
。
28
（
昭
和
３
）
年
に
現
Ｊ
Ｒ

稚
内
駅
と
同
じ
場
所
に
「
港
駅
」
が
開
駅
し
、
ほ
ぼ
同
時

に
北
防
波
堤
の
基
礎
が
完
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
の
年
、
稚
内
築
港
事
務
所
に
赴
任
し
て
き
た
の
が
北

大
工
学
部
（
１
期
生
）
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
26
歳
の
土

木
技
師
、
土
谷
実
で
あ
っ
た
。
着
任
早
々
、
所
長
か
ら
岸

壁
や
連
絡
船
を
高
波
か
ら
守
る
防
波
壁
の
設
計
を
命
じ
ら

れ
た
土
谷
は
ぼ
う
ぜ
ん
自
失
し
た
。
土
谷
の
卒
論
の
テ
ー

マ
は
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
の
橋
梁
（
き
ょ
う
り
ょ
う
）

と
設
計
」
で
、
防
波
壁
と
は
似
て
非
な
る
も
の
だ
っ
た
。

ま
し
て
現
場
経
験
は
無
い
に
等
し
か
っ
た
。

土
谷
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。
四
六
時
中
紙
と
鉛
筆
を
手

元
に
置
き
造
形
に
専
念
し
た
。
一
定
の
形
が
出
来
る
と
強

度
計
算
か
ら
模
型
製
作
、
実
験
を
繰
り
返
し
、
直
立
式
防

波
壁
か
ら
よ
う
や
く
ド
ー
ム
型
防
波
堤
に
た
ど
り
着
い

た
。
こ
れ
は
の
ち
に
「
稚
内
港
防
波
庇
（
ひ
）
工
事
」
と

題
し
「
土
木
工
学
」
第
５
巻
第
１
号
（
36
年
７
月
）
に
掲

載
さ
れ
、
学
界
の
注
目
を
集
め
た
。

ド
ー
ム
は
31
年
か
ら
５
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
た
。

３
０
０
０
ト
ン
級
１
隻
、
２
０
０
０
ト
ン
級
２
隻
の
船
舶

着
岸
を
想
定
し
た
岸
壁
や
、
列
車
が
ド
ー
ム
の
中
を
く
ぐ

り
連
絡
船
に
接
続
す
る
「
桟
橋
駅
」
も
整
備
さ
れ
た
。
こ

の
の
ち
「
稚
泊
航
路
」
が
わ
ず
か
９
年
で
終
え
ん
を
迎
え

る
と
は
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
。

た
。「
宗
谷
丸
」
は
45
年
８
月
24
日
早
朝
、
約
４
５
０

０
人
の
樺
太
避
難
民
を
乗
せ
て
稚
内
に
入
港
。
こ
れ
が

稚
泊
航
路
最
後
の
航
海
と
な
っ
た
。

設　計：土屋　実

建　設：1931（昭和6）～36（同11）年
場　所：北埠頭（JR稚内駅から北へ徒歩約5

分。また稚内公園から港とドームを

展望できる）
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●お問合せ先

稚内市建設部港湾課 Tel.0162-23-6161
北海道開発局稚内開発建設部

稚内港湾建設事務所 Tel.0162-33-2758

左上に防波堤ド
ームの光が並ぶ。


